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 リコール対象が少数である１００台未満の届出について、令和元年６月は７件の届出がありましたの

で、公表します。 

 

 

１．届出者：日野自動車株式会社 

届出日 届出番号 車名、型式、通称名等 対象台数 製 作 期 間 

６月６日 4511 車 名：日野 

型 式：2DG-KV290N2 他 

通称名：日野ブルーリボン 他 

67 平成２９年１０月４日～ 

平成３１年２月２０日 

不具合の部位等 バスの乗降中電光表示器において、ＳＯＳ（非常灯）表示回路が不適切なため、

後扉開放時にＳＯＳを表示すると、後扉が閉まらなくなるおそれがある。 

 

 

２．届出者：プジョー・シトロエン・ジャポン株式会社 

届出日 届出番号 車名、型式、通称名等 対象台数 輸 入 期 間 

６月１１日 外 

2861 

車 名：ＤＳ 

型 式：ABA-X745G06 他 

通称名：ＤＳ７ 

26 平成３０年１１月２７日～  

平成３０年１２月２５日 

不具合の部位等 運転席用エアバッグにおいて、製造工程のクッション格納作業用工具が不適切な

ため、クッションカバーが損傷した状態で格納されているものがある。そのため、

エアバッグのクッション機能が劣るものがあり、最悪の場合、エアバッグ展開時に

乗員の保護が十分できないおそれがある。 

 

  

少数台数のリコール届出の公表について  （令和元年６月分） 



３．届出者：ビー・エム・ダブリュー株式会社 

届出日 届出番号 車名、型式、通称名等 対象台数 製 作 期 間 

６月１７日 外 

2868 

車 名：ＢＭＷ 

型 式：DLA-1Z06 他 

通称名：ＢＭＷ ｉ３ 

34 平成３０年１月１２日～ 

  平成３０年２月１日 

不具合の部位等 駆動用モーターの制御ユニットに使用される配線基板において、メッキの工程管

理が不適切なため、メッキが正しく行われていないものがある。そのため、駆動系

統の警告メッセージが表示し、制御ユニットの機能が一時的に停止して、動力の伝

達ができず、最悪の場合、走行できなくなるおそれがある。 

 

 

４．届出者：ビー・エム・ダブリュー株式会社 

届出日 届出番号 車名、型式、通称名等 対象台数 製 作 期 間 

６月１７日 外 

2870 

車 名：ＢＭＷ 

型 式：LDA-TX20 

通称名：BMW X3 xDrive 20d 

2 平成３０年１月３０日～ 

平成３０年２月１５日  

不具合の部位等 運転席側エアバッグのインフレータ（膨張装置）において、製造管理が不適切な

ため、インフレータハウジングが設計の通りに製造されていないものがある。その

ため、衝突時に当該インフレータが破裂し、飛散した金属片で乗員が負傷するおそ

れがある。 

 

 

５．届出者：株式会社トランテックス 

届出日 届出番号 車名、型式、通称名等 対象台数 製 作 期 間 

６月２０日 4514 車 名：ＵＤトラックス 他 

型 式：2PG-CG5CA 他 

通称名：クオン 他 

5 平成３０年１月１０日～ 

平成３１年２月５日 

不具合の部位等 ウイングルーフバン架装をおこなった大型及び中型トラックにおいて、車両側方

最後部に取付けられている灯火の取付け指示が不適切なため、車両の全幅が保安基

準第２条（幅の基準）に適合しない。 

 

  



６．届出者：アウディジャパン株式会社 

届出日 届出番号 車名、型式、通称名等 対象台数 輸 入 期 間 

６月２６日 外 

2865 

車 名：アウディ 

型 式：DAA-4GCHJS 

通称名：ｱｳﾃﾞｨ A6 ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ 

8 平成２６年８月２３日～ 

平成２６年１１月１３日 

不具合の部位等 電気式の補助ヒーターエレメントにおいて、製造時のコネクタの嵌合が不十分な

ため、接触不良状態のものがある。そのため、そのままの状態で使用を続けると、

当該部分が発熱し、最悪の場合、火災が発生するおそれがある。 

 

 

７．届出者：ＨＯＮＤＡ ＡＵＴＯＭＯＢＩＬＥ（ＴＨＡＩＬＡＮＤ）ＣＯ．，ＬＴＤ． 

届出日 届出番号 車名、型式、通称名等 対象台数 製 作 期 間 

６月２７日 外 

2878 

車 名：ホンダ 

型 式：LA-GD8 他 

通称名：フィットアリア 他 

9 平成１４年１２月１７日～ 

平成２０年３月２２日 

不具合の部位等 交換修理用の運転者席側ＳＲＳエアバッグのインフレータ（膨張装置）におい

て、環境温度および湿度変化の繰り返しによりガス発生剤が劣化することがある。

そのため、エアバッグ展開時にインフレータ内圧が異常上昇して、インフレータ容

器が破損するおそれがある。 

 

  



【参考】 

 

 ●令和元年６月のリコール届出総件数 

 内   訳 

対象数 100 台以上 対象台数 100 台未満 

国産車 ２０(－２) １８(＋６)  ２(－８) 

輸入車 １９(＋８) １４(＋７)  ５(＋１) 

計 ３９(＋６) ３２(＋１３)  ７(－７) 

※ （ ）内は、対前年同月比 

 

 

 ●リコール届出件数及び対象台数（令和元年度）                                ＜速報値＞ 

 届出件数 対 象 台 数 

国産車 輸入車 合 計 国産車 輸入車 合 計 

４ 30(+11) 23(+8) 53(+19) 4,894,225(+4,646,210) 77,234(+67,120) 4,971,459(+4,713,330) 

５ 11(-5) 18(±0) 29(-5) 95,608(-207,619) 30,418(-49,542) 126,026(-257,161) 

６ 20(-2) 19(+8) 39(+6) 1,408,643(+1,068,517) 63,757(-78,180) 1,472,400(+990,337) 

小計 61(+4) 60(+16) 121(+20) 6,398,476(+5,507,108) 171,409(-60,602) 6,569,885(+5,446,506) 

※ （ ）内は、対前年同月比 

 

 


